
み
ん
な
の
国
民
年
金
120

住
民
課　
住
民
係

☎（
2
9
3)

3
1
1
2

12Koho Ozu 2009.8

●償却資産の申告
　　償却資産は、土地・家屋とは異なり、申告に基づいて課税します。償却資産を所有している人は、毎年 1 月 1日現在
の償却資産の状況を、1月31日までに申告することになっています。申告の内容から課税のもとになる課税標準額を算
定し、その額が150万円を超えた場合に固定資産税を課税します。なお、リース契約を結んでいる資産は、貸主が申告
してください。

　今月から 3 回に分けて固定資産税のしくみについて紹介していきます。8 月号は、固定資産税の中の
償却資産について見ていきます。償却資産と聞いてもピンとこない人も多いと思いますが、償却資産とは
営業や農業、不動産賃貸など事業のために用いる機械・器具・備品のことです。

主な償却資産

※自動車税・軽自動車税の対象となっているものを除く。

構築物
機械および装置
船舶
航空機
車両および運搬具
工具・器具・備品

資産の種類 例
アスファルトなどの舗装路面、門・塀、ビニールハウスなど

旋盤、溶接機、管理機、動力噴霧器、リフトなど

ボート、釣り船など

ヘリコプター、グライダーなど

大型特殊自動車、貨車、フォークリフトなど※

パソコン、陳列ケース、レジスター、厨房機器、自動販売機など

固定資産税のしくみ（償却資産編）

ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

●
応
募
資
格　

県
内
の
小
学
生（
4
〜
6
年
）、

中
学
生
、高
校
生

●
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
作
品
で
、Ｂ
3
サ

イ
ズ（
5
1
5×

3
6
4
㎜
）

ま
た
は
画
用
紙
四
つ
切
サ
イ
ズ（
5
4
0×

3
8
1
㎜
）を
使
用
。
画
材
は
自
由
。

●
テ
ー
マ　
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」「
健

康
で
明
る
い
老
後
」な
ど「
年
金
」を
表
現
し

た
も
の
。

●
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
明
記
し
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す（
学
校
、ク
ラ

ス
で
ま
と
め
て
送
付
可
）。

●
発
表　

入
賞
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、鶴
屋
百
貨
店「
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ

オ
」で
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
8
6
0-

8
5
5
9　

熊
本
市
辛
島
町
5-

1　

日
本
生
命
熊
本
ビ
ル
6
F

熊
本
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課
内　

「
ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

コ
ン
ク
ー
ル
」係

ま
た
は
、熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

役
場
住
民
課
住
民
係

●
募
集
期
限　

9
月
11
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

●
問
い
合
わ
せ　

熊
本
社
会
保
険
事
務
局　

運
営
課　

給
付
企
画
係　

☎（
2
1
1
）0
7
6
3

年
金
相
談
の
ご
案
内

　

年
金
相
談
を
毎
月
第
3
水
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

受
付
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
で
す
。

番
号
札
を
取
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
で
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
場
所　

役
場
2
階　

住
民
相
談
室

●
相
談
員　

社
会
保
険
事
務
所
相
談
員

年
金
手
帳（
年
金
証
書
）と
印
か
ん
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、

代
理
人
の
免
許
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、8
月
19
日（
水
）で
す
。

vol.34

み
ん
な
の

く
ら
し
を

さ
さ
え
る

税
金

税務課
（293）3117
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　「人とひとが認め支えあう豊か
な関係づくり」をスローガンに活
動している、南杉水人権のまちづ
くり協議会が企画・運営するフェ
スティバル（夏祭り）を開催します。
　当日は、ステージイベント、バ
ザー出店などいろいろな催しが行
われます。ぜひお越しください。

■日　時／8月22日（土） 午後4時～午後8時
■場　所／町人権啓発福祉センター 南側児童公園

■日  時／8月7日（金） 午後7時30分
■場  所／町人権啓発福祉センター 大会議室
■講  演／介護老人保健施設  孔子の里
　　　　  副施設長　松永美根子さん

～地域の交流を大切に～
南杉水人権ふれあいフェスティバルを開催

　センターでは、様々な人権問題を正しく理解し
て、人権に対する意識の向上を図るために夏期
講座を行っています。今回は、認知症の理解を深
め、病気への誤解や偏見がないよう認識を高め
る講座を行います。
　皆さんの参加をお待ちしています。申し込みは
要りません。

｢認知症への正しい理解を｣
人権啓発福祉センター夏期講座

南杉水人権ふれあいフェスティバル実行委員会
☎（293）7920

問い合わせ
まつなが  み　ね　こ

　

大
津
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
大
会

を
6
月
27
日
に
開
催
し
、
町
内
外
か
ら

約
5
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り「
差
別
は
い
け
な
い
。
差
別

は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

人
権
意
識
の
も
と
、
町
民
一
丸
と
な
っ

て
差
別
の
な
い
町
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
発
表
を
行

い
、
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
人
を
傷
つ

け
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
の
気
持
ち
を

相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、

今
ま
で
の
体
験
を
通
し
て
考
え
た
こ
と

を
、
作
文
を
通
し
て
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
の
松

野
明
美
さ
ん
の
講
演「
人

生
は
一
番
で
な
く
て
も

い
い 

〜
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
〜
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
野

さ
ん
は
幼
少
時
代
か
ら
始
め
た
マ
ラ
ソ

ン
で
、一
番
に
な
る
こ
と
だ
け
を
目
指

し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
役
引
退
後
に

重
い
心
臓
病
と
、
ダ
ウ
ン
症
を
持
つ
子

ど
も
の
母
と
な
り
、
命
の
大
切
さ
を
考

え「
人
生
は
一
番
で
な
く
て
も
い
い
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
い
け
ば
い
い
」

と
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
の
心
の
変
化

を
切
実
に
語
り
ま
し
た
。

　　

講
演
終
了
後
、
松
野
さ
ん
か
ら
命
の

尊
さ
や
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
状
況
で
も
笑
顔
で
胸
を

張
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
。

自
分
の
子
ど
も
は
障
害
を
も
っ
て
い
ま

す
。
障
害
が
あ
っ
て
も
自
立
し
て
生
活

で
き
る
社
会
が
一
日
も
早
く
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

　

大
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
た

く
さ
ん
の
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
、
要
望
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

  

「
作
文
発
表
」を
聞
い
て

●
い
じ
め
や
差
別
・
命
の
大
切
さ
を
人

権
作
文
か
ら
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

思
い
が
し
ま
し
た
。

●
大
津
町
の
明
る
い
未
来
が
見
え
ま
す
。

　

や
さ
し
い
心
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
い
っ
ぱ
い
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

●
学
校
で
の
人
権
教
育
の
取
り
組
み
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

  

講
演
を
聞
い
て
考
え
た
こ
と

●
命
の
尊
さ
・
人
生
の
本
当
の
幸
せ
を

認
識
す
る
心
に
染
み
る
話
で
し
た
。

●「
幸
せ
は
自
分
が
幸
せ
だ
と
思
え
ば
い

い
」と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

命
の
尊
さ
、
人
権
の
大
切
さ
な
ど
の
感

想
の
他
に
も「
人
権
意
識
を
学
べ
る
講

演
」、「
町
の
様
々
な
年
代
が
参
加
で
き
る

大
会
」「
す
ば
ら
し
い
人
権
の
町
に
1
歩
2

歩
と
進
ん
で
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」な
ど
期
待
や
励
ま
し
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
大
会
、
講
座
な

ど
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
の
ご
来
場
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
18
回 

大
津
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
大
会

町人権啓発福祉センター
（役場人権推進課  人権推進係）　☎（２９３）７９２０

問　い
合わせ 輝く人権 シリーズ 89


